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持続可能な社会の在り方を考える子どもが育つ社会科学習 
 

 

 

名古屋市立笠東小学校教諭  田 中 隆 晃 

 

 

Ⅰ 研究のねらい 
  現代社会では、環境破壊、気候変動、食料やエネルギー資源の確保、紛争問題などの課題に対して、地球

規模での対応が求められている。このような社会を取り巻く諸課題を解決し、将来にわたって安心して暮

らすことのできる社会を形成するために、「持続可能な開発のための教育（以下：ESD）」が推奨されている。

また、2015 年に国連で採択された「持続可能な開発目標（以下：SDGs）」は、持続可能な社会を目指すため

に、新しいアプローチが必要だと世界に訴え掛けている。これらを踏まえ、学習指導要領の前文において

も、「持続可能な社会の創り手」を育成するよう明記されており、教育を通して持続可能な社会を形成する

重要性が強調されている。 

私が考える「持続可能な社会の在り方を考える」とは、SDGs で示されているような地球規模の諸課題に

ついて、ただ理解するだけでなく、社会科学習を通して、社会的事象等の意味や意義、特色や相互の関連

などから、社会の中で生かすことのできる知識を獲得し、持続可能な社会をつくるためには「どのような

ことが大切か」を考えることである。これは、国立教育政策研究所が刊行した「学校における持続可能な

発展のための教育（ESD）に関する研究[最終報告書]」においても、各教科の授業の中で、「持続可能な社会

づくりに関わる課題を見いだし、それらを解決するために必要な能力や態度を身に付けること」が重要で

あると示され、持続可能な社会の形成者としてふさわしい資質や価値観を養うことに資すると考える。 

また、2023 年３月の中央教育審議会の答申にも、「予測できない未来に向けて自らが社会を創り出してい

くという視点からは、『持続可能な社会の創り手』という学習指導要領前文に定められた目指すべき姿を実

現することが求められる」と示されている。本研究で目指す「持続可能な社会の在り方を考える」は、この

学習指導要領で目指す理念と方向性が一致しており、今日的課題に迫るという点で意義がある。 

 
Ⅱ 研究の方法 
１ 研究の対象 名古屋市立笠東小学校 第５学年 28 人 

 ２ 基本的な考え 

   「学校における持続可能な発展のための教育（ESD）に関する研究[最終報告書]」には、持続可能な社

会をつくる構成概念（以下：構成概念）として、「多様性（いろいろある）」「相互性（関わりあっている）」

「有限性（かぎりがある）」「公平性（一人一人を大切に）」「連携性（力を合わせて）」「責任性（責任をも

って）」の六つが示されている。これら

は、国立教育政策研究所が、「持続可能

な社会づくりに関わる課題」を見いだす

ために、「持続可能な社会づくり」を捉

える視点として明確にしたものである

【資料１】。 

これらの構成概念を社会科の学習に取り入れることにより、持続可能な社会をつくるためには「どの

ようなことが大切か」という理解が深まると考える。 

【資料１ 持続可能な社会をつくる構成概念】 
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そこで、この六つの構成概念の中から、人を取り巻く環境（自然・文化・社会・経済など)に関する概

念である「多様性」「相互性」「有限性」の三つの構成概念を取り入れることにした。 

そして、本研究の主題である「持続可能

な社会の在り方を考える子ども」に迫るた

めに、基本的な学習過程「つかむ」「しらべ

る」「まとめる」という三つの段階を設け、

それぞれの段階の学習を右のように進め

ることにした【資料２】。 

３ 持続可能な社会の在り方を考える子どもを育てるために 

  本研究の主題に迫るために、「しらべる」段階と「まとめる」段階を、次のように工夫することにした。 

 (1) 「しらべる」段階について 

「しらべる」段階において、授

業の最後に、調べて分かったこと

と持続可能な社会をつくる三つ

の構成概念（「多様性（いろいろあ

る）」「相互性（関わりあってい

る）」「有限性」（かぎりがある））

を照らし合わせ、どの構成概念と

関連付いているかを話し合う時

間を設定する【資料３】。 

(2) 「まとめる」段階について 

「まとめる」段階において、「サ

スティナブル・タイム」を設定し、

ベン図を基に、考えを伝え合う。 

この「サスティナブル・タイム」

では、はじめに、どの構成概念を

踏まえて考えたのか可視化する

ために、ネームプレートをベン図

に貼る。次に、ネームプレートの

貼られた場所を基に、同じ構成概

念を基に考えた子ども同士で考

えを伝え合う。その後、異なる構

成概念を基に考えた子ども同士

で考えを伝え合う【資料４】。 

この「サスティナブル・タイム」

における考えを伝え合うことに

より、構成概念を踏まえた知識を

獲得できるようにする【資料５】。 

最後に、獲得した構成概念を踏

まえた知識を基に、「持続可能な

社会の在り方」について考えをま

とめる。 【資料５ 「まとめる」段階】 

【資料４ 「サスティナブル・タイム」における考えを伝え合い】 

【資料２ 基本的な学習過程】 

【資料３ 「しらべる」段階】 
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Ⅲ 子どもの実態 
１ 調査日   ５月 18 日～５月 31 日 

 ２ 調査方法  質問紙法・授業の記述分析 

 ３ 調査対象  名古屋市笠東小学校 第５学年 28 人 

 ４ 調査の結果と考察【持続可能な社会に向けて大切だと思うことに対する子どもの認識】 

子どもに、「①持続可能な社会をつくるため

には、どのようなことが大切だと思いますか」

「②また、どうして大切だと思いますか」と問

い、質問紙に記述させたところ、右のようにな

った【資料６】。 

この結果から、「助け合い」「協力」「思い

やり」など、構成概念に類似する抽象的な理解

をしている子どもの多くは、大切だと思った理由を具体的に記述することができないことが分かった。 

そのため、調べて分かったことと構成概念を関連付けるための工夫が必要だと考えた。 

また、単元「米づくりのさかんな地域」の学習で、三つの構成概念を示し、調べて分かったことと構

成概念を関連付けながら学習を行った。その後、「まとめる」段階で、学習問題に対するまとめを行っ

た結果、28 人中 17 人の子どもは、構成概念を踏まえ

た学習のまとめを行うことができなかった【資料７】。 

そのため、構成概念を踏まえた知識を獲得させるた

めにも、子ども同士で構成概念を踏まえた考えを伝え合い、まとめるための工夫が必要だと考えた。 

     

Ⅳ 第１次授業研究（６月） 
１ 単元   これからの食料生産とわたしたち 

 ２ 目標 

我が国の食料生産・確保の現状を取り上げ、食の安心・安全の確保や持続可能な食料生産・確保が重要

な課題であることを捉え、食料生産・確保の持続可能な発展を考えようすることができるようにする。

また、我が国の食料自給率や外国との関わり、食の安全・安心への取組などに着目して調べ、消費者や生

産者の立場から、これからの食料生産・確保のよりよい在り方について考え、適切に表現することがで

きるようにする。 

３ 検証項目 

「まとめる」段階において、「サスティナブル・タイム」を設定し、三つの構成概念を基に、考えたこ

とを伝え合ってまとめることは、構成概念を踏まえた知識を獲得する上で有効か、記述内容からつかむ。 

４ 実践の概要 

(1) 実践単元 

段階 主な学習活動 

つかむ 
① 日本と主な国の食料自給率の資料を基に、学習問題を設定する。 
 

しらべる 

② 食品ロスを少なくしようとする企業の取組を調べ、限りある食料を大切にする取組
は、どの構成概念と関連付いているか話し合う。 

③ トレーサビリティや検疫所などの取組を調べ、食の安全・安心を確保するために行う
様々な取組は、どの構成概念と関連付いているか話し合う。   

④ 地産地消の取組を調べ、食料を安定的に確保するため、消費者と生産者が協力して行
っている取組は、どの構成概念と関連付いているか話し合う。 

まとめる 
⑤ 「サスティナブル・タイム」を設定し、三つの構成概念を基に、考えを伝え合ってま
とめる。                             【検証場面】 

⑥ 学習したことを基に、持続可能な社会の在り方について考えをまとめる。 

【資料７ 構成概念を踏まえた知識の獲得調査】 

【資料６ 持続可能な社会に対する理解】 

【学習問題】 これからの食料生産をどのように進めたらよいのだろう。 
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(2) 検証場面までの流れ 

第１時では、日本と主な世界の国の食料自給率の資料を基に、日本の食料自給率の低さを捉えた。

その後、食料生産・確保で心配されることや疑問に思ったことを発表し合い、学習問題を設定した。 

第２時では、和洋食の写真の比較をして、食生活が変化してきたことを捉えた。次に、主な食料品

別の輸入量のグラフの推移を基にして、多くの食料を外国からの輸入に頼っている現状を捉えた。そ

して、廃棄する食品を再利用する取組や消費者に対して「手前どり」を推奨する取組など、食品ロス

を少なくしようとする企業の取組を調べた。授業の最後に、調べて分かったことと三つの構成概念を

照らし合わせた子どもたちは、「食べられる食品を捨てているなんて、資源が無駄になっている」「消

費者もすぐに使うか、すぐ使わないかを考えてから買うことが必要だ」と話し合い、限りある食料を

大切にする取組は、有限性に当たると関連付けることができた。また、「食品ロスの問題は、食料とい

う資源を無駄にしないようにするためにも、生産者も消費者も互いに協力して考えなくてはいけない

と思う」と話し合い、消費者と生産者が協力することは、相互性に当たると関連付けることができた。 

第３時では、トレーサビリティや国の検疫所が行う検査など、食の安心・安全を確保するための取

組を調べた。授業の最後に、調べて分かったことと三つの構成概念を照らし合わせた子どもたちは、

「様々な検査をしてくれているおかげで、安心して食べられる食品が届いている」「今後も、安全な食

品を食べるために、多くの検査をしていくのかもしれないよね」と話し合い、安心・安全な食料を確

保するための様々な取組は、多様性に当たると関連付けることができた。 

第４時では、産業別の人口の割合の変化と土地利用の変化を調べ、日本の抱える食料生産・確保の

課題を捉えた。また、JA で働く野菜の生産者の話から、地産地消の取組を調べた。授業の最後に、調

べて分かったことと三つの構成概念を照らし合わせた子どもたちは、「地域で採れた野菜を、地域で消

費すると環境にもよいし、安心して食べられる」「消費者は地域の生産者を応援することで、食料自給

率が高まるかもしれない」と話し合い、生産者と消費者の関わりを大切にする取組は、相互性に当た

ると関連付けることができた。 

(3) 検証場面 【第５時】 

    第５時では、「サスティナブル・タイム」を行った。まず、三つの構成概念を基に、持続可能な食料

生産・確保のために大切なことを一人で考え、まとめた。次に、どの構成概念を踏まえて考えたのかを

可視化させるために、三つの構成概念を示したベン図にネームプレートを貼った。 

その後、同じ構成概念を踏まえた考えをもった子ども同士で考えを伝え合った。最後に、他の構成

概念を踏まえた考えをもった子ども同士で考えを伝え合い、まとめた。 

   Ａ児は、一人で考えた際は、「相互性」を基に、生産者と検疫所の人がつながることができるような

工夫を行うことが大切だと考えた。次に、同じ構成概念である「相互性」を踏まえた考えをもった子

どもと伝え合ったことで、「相互性」を踏まえた他者の考えを知り、生産者と検疫所の人だけではな

く、消費者もつながることが大切だと関連付けて考えた。最後に、他の構成概念である「有限性」を踏

まえた考えをもった子どもと伝え合ったことで、「有限性」を関連付けてまとめた【資料８】。 

 

 

 

 

 

 

【「相互性」を踏まえたまとめ】      【「有限性」と「相互性」を踏まえたまとめ】 

               ：構成概念       ：取組 

【資料８ 「サスティナブル・タイム」前後のＡ児の記述】 

持続可能な食料生産・確保のためには、
つながりが大切だと思った。その理由は、
これからも安全・安心でおいしいご飯を食
べていきたいから、生産者の人たちや検疫
所の人たちとつながっていくことができる
工夫があったらよいと思ったから。 

持続可能な食料生産・確保のためには、
限りある食べ物を大切にしたい。限りある
食料を生産する人と限りある食料を食べる
消費者が仲良くなって、一緒に取組をして
いくことが大切。また、安全な食料を確保
するために、検疫所の人も協力することが
大切だと思う。 
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Ｂ児は、一人で考えた際は、「有限性」を基にして、消費者や会社（企業）が、食品ロスを減らして

いくことが大切だと考えた。次に、同じ構成概念である「有限性」を踏まえた考えをもった子どもと

伝え合ったことで、地産地消を進めるなど、食料自給率の向上に向けた取組を行うことが大切だと知

り、「有限性」の構成概念と関連付けて考えた。最後に、他の構成概念である「多様性」を踏まえた

考えをもった子どもと伝え合い、一つの構成概念を踏まえてまとめた【資料９】。 

 

 

 

 

 

 

【「有限性」を踏まえたまとめ】         【「有限性」を踏まえたまとめ】 

               ：構成概念        ：取組 

 

Ｃ児は、一人で考えた際は、構成概念を踏まえずに、消費者が食品ロスを減らしていくことが大切

だと考えた。次に、「有限性」を踏まえた考えをもった子どもと伝え合ったものの、「有限性」の構

成概念と関連付けて考えることができなかった。最後に、「多様性」を踏まえた考えをもった子ども

と伝え合ったものの、構成概念を踏まえた考えをまとめることができなかった【資料 10】。 

 

 

 

 

【構成概念を踏まえていないまとめ】       【構成概念を踏まえていないまとめ】 

               ：構成概念        ：取組 

 

(4) 検証場面の結果と考察                            児童数 28 人 

Ａ（十分満足できる） Ｂ（おおむね満足できる） Ｃ（努力を要する） 

 持続可能な食料生産・確保

のために大切なことを、複数

の構成概念を基に、まとめる

ことができている。 

持続可能な食料生産・確保

のために大切なことを、一つ

の構成概念を基に、まとめる

ことができている。 

持続可能な食料生産・確保

のために大切なことを、構成

概念を基に、まとめることが

できていない。 

16 人（Ａ児） 10 人（Ｂ児） 
２人（Ｃ児） 

26 人 

Ａ児やＢ児のように、持続可能な食料生産・確保のために大切なことを、構成概念を基に、まとめ

ることができた子どもが 28 人中 26 人いた。これは、「まとめる」段階において、「サスティナブル・

タイム」を設定し、三つの構成概念を基に、考えを伝え合って、まとめたからだと考える。 

一方で、Ｃ児のように、持続可能な食料生産・確保のために大切なことを、構成概念を基に、まと

めることができていない子どもが 28 人中２人いた。これは、「しらべる」段階において、調べて分か

ったこと（「農業の機械化」「食品ロス」「地産地消」など）が、どの構成概念と関連付いているか話

合ったものの、学習内容が十分に整理することができていなかったことや、「まとめる」段階におい

て、構成概念を基に考えを伝え合ったものの、関連付けた構成概念の言葉（「多様性」「相互性」「有

限性」）が、子どもにとって曖昧であったことにより、構成概念を基に、まとめることができなかっ

たと考える。 

【資料９ 「サスティナブル・タイム」前後のＢ児の記述】 

持続可能な食料生産・確保のためには、
限りがあることを考えることが大切だと思
った。その理由は、限りある食料を大切に
して、消費者や会社が食品ロスなどの問題
を少しでも減らしていくことが必要だと思
ったから。 

持続可能な食料生産・確保のためには、
限りがあることを考えて生活することが大
切だと思った。生産者と消費者が地産地消
をして食料自給率を上げたり、企業が食品
ロスを減らしたりして、限りある食料を大
切にすることが必要だと思う。 

【資料 10 「サスティナブル・タイム」前後のＣ児の記述】 

持続可能な食料生産・確保のためには、
消費者である私たちが食品ロスをしないこ
とが大切だと思った。 

持続可能な食料生産・確保のためには、
消費者である私たちが食品ロスをしないよ
うにして、しっかりと食べることが大切だ
と思った。 
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Ⅴ 長期研修で学んだこと 
１ 東京都市大学教授 佐藤 真久 氏 

佐藤真久氏からは、「持続可能な社会」を目指すためにも、ESD を中心に据えた学習展開が強く求めら

れている現状について教えていただいた。また、社会科の学習を ESD で捉え直し、持続可能な社会をつ

くる構成概念を意識した学習へと変化させる必要性について御助言をいただいた。 

本実践については、社会科の学習を通して、子どもがどう変容していったのかを見取っていくために

も、授業研究する単元を中心に実践するだけではなく、年間を通して全ての単元で構成概念と関連付け

てまとめるようにすることが大切であると御指導いただいた。また、単元と関連性の高い構成概念を、

具体的な言葉（キーワード）に直した上で、学習に取り入れるとより効果的であると教えていただいた。 

２ 広島修道大学教授 永田 成文 氏 

永田成文氏からは、構成概念を踏まえた知識をどのように評価してくとよいのか御助言をいただいた。 

本実践については、「まとめる」段階に行う「サスティナブル・タイム」の子どもの記述を検証する前

に、教師側がより具体的な評価基準を設けておくことが重要になると教えていただいた。そのためにも、

子どもがどのような文章を記述することができたら、構成概念を踏まえた知識を獲得しているのかを具

体的記述として示すことが必要になると教えていただいた。  

３ 奈良教育大学准教授 及川 幸彦 氏 

及川幸彦氏からは、持続可能な社会をつくる構成概念を子どもに提示する際の留意点や方法について

教えていただいた。 

本実践では、構成概念を表す言葉【「相互性(つながっている)」「多様性(いろいろある)」「有限性(か

ぎりがある)」】が抽象的であり、子どもが捉えにくくなってしまっていることを御指摘いただいた。そ

のため、学習する単元に合わせて、子どもが捉えやすい平易なキーワードに直してから、学習のまとめ

をするとよいと教えていただいた。 

 

Ⅵ 第２次授業研究に向けての改善点 
「しらべる」段階において、調べて分かったことを三つの構成概念を基に作ったベン図に分類して学

習内容を整理する。そして、分類した取組の共通点について話し合い、構成概念をキーワード化するこ

とで、子どもにとって捉えやすい構成概念に直す。 

「まとめる」段階において、分類した取組の共通点からキーワード化させた三つの構成概念を基にま

とめることで、構成概念を踏まえた知識を獲得することができるようにする。 

 
Ⅶ 第２次授業研究（９月・10月） 
１ 単元     環境を守るわたしたち 
２ 目標   

関係機関や地域の人々の様々な努力により公害の防止や生活環境の改善が図られてきたことや、公害

から環境や国民の健康な生活を守ることの大切さを理解し、持続可能な環境の保全について考えること

ができるようにする。また、地球規模で起こる環境問題に対して、責任をもって継続的に取り組もうと

人々が協力や努力する活動に着目して調べ、持続可能な社会の達成に向けて考え、適切に表現できるよ

うにする。 

３ 検証項目 

「まとめる」段階において、「サスティナブル・タイム」を設定し、分類した取組の共通点からキーワ

ード化させた三つの構成概念を基にまとめることは、構成概念を踏まえた知識を獲得する上で有効か、

記述内容からつかむ。 
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４ 実践の概要 

  (1) 実践単元 

段階 主な学習活動 

つかむ 

① 学区の天白川や京都の鴨川の昔と今の川の様子を比較して、環境問題で心配される
ことや疑問に思ったことを発表し合い、学習問題を設定する。 

しらべる 

② 天白川の堤防沿いや京都市に住む方の話を基に、川の汚染の原因を調べる。 
③ 公的機関が行う川の整備や管理などの取組や、環境保全条例や環境保全のための法
律を作る取組は、どの構成概念と関連付いているか話し合う。 
授業の最後に、調べて分かったことをベン図に分類し、学習内容を整理する。分類し

た取組の共通点について話し合い、構成概念をキーワード化する。 
④ 限りある海の生き物を守ろうとする企業の取組や、堤防のごみ拾いの活動などの地
域の人々が環境と関わっていく取組は、どの構成概念と関連付いているか話し合う。 
授業の最後に、調べて分かったことをベン図に分類し、学習内容を整理する。分類し

た取組の共通点について話し合い、構成概念をキーワード化する。 

まとめる 
⑤ 「サスティナブル・タイム」を設定し、分類した取組の共通点からキーワード化させ
た三つの構成概念を基に、環境保全に向けて大切なことをまとめる。  【検証場面】 

⑥ 学習したことを基に、持続可能な社会の在り方について考えをまとめる。 

(2) 検証場面までの流れ 

第１時では、学区を流れる天白川や京都を流れる鴨川の昔と今の様子を比較して、川の汚染問題が

あったことを捉えた。その後、川の汚染が徐々に改善されていったことに着目させながら、環境問題

で心配されることや疑問に思ったことを発表し合って、学習問題を設定した。 

第２時では、天白川の堤防沿いや京都市に住む方の話を基に、川が汚染されていった原因を捉えた。 

第３時では、名古屋市緑政土木局や京都市役所の方の話から、川の整備や維持管理などを公的機関

が行っていることを調べた。調べて分かったことと三つの構成概念を照らし合わせた子どもたちは、

「市役所や公的な機関で働く人々が関わり合って、川の環境を保全しているんだね」などと話し合い、

環境保全に関係する公的機関の取組は、相互性に当たると関連付けることができた。また、名古屋市

が定めた環境保全条例や京都府が定めた鴨川条例、国が作った環境保全に関する様々な法律などを調

べた。調べて分かったことと三つの構成概念を照らし合わせた子どもたちは、「多くの地域で、その

地域に合わせた条例が作られているね」「国は様々な法律を作って、環境を守ろうとしている」など

と話し合い、様々な条例や法律が作られた取組は、相互性に当たると関連付けることができた。 

これらの調べて分かったことを三つの構成概念を基に作ったベン図に分類し、学習内容を整理した。

そして、分類した取組の共通点について話し合い、構成概念を

キーワード化した。その際、「条例や法律は、様々なものがあ

るから多様性かな」「どれも約束を作って、みんなで守ってい

くことが大切ってことだと思う」などと話し合い、「多様性」

を「様々な約束を作って、みんなで守る」というキーワードに

直した【資料 11】。 

第４時では、分解されるプラスチック製品を作る企業や、紙コップを堆肥化できるように開発を行

う企業の取組を調べた。調べて分かったことと三つの構成概念を照らし合わせた子どもたちは、「企

業の人は、お金をもうけるだけではなくて、環境のことを考えて仕事をしている」「石油には限りが

あることは知っていたけれど、海や海の生き物も限りある資源ということが分かった」などと話し合

い、限りある資源を大切にする取組は、相互性に当たると関連付けることができた。また、天白川や

鴨川周辺のごみ拾いの活動から、地域に住む人々も清掃活動に参加しようとする理由を調べた。調べ

て分かったことと三つの構成概念を照らし合わせた子どもたちは、「住みやすい環境にするため、地

域に住む人々が地域の環境を守るべきであると考えている」と話し合い、地域に住む人々が環境に関

わっていく取組は、相互性に当たると関連付けることができた。 

【資料 11 キーワード化】 

【学習問題】 これからの環境保全をどのように進めたらよいのだろう。 
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これらの調べて分かったことを三つの構成概念を基に作ったベン図に分類し、学習内容を整理した。

そして、第３時と同じように構成概念をキー

ワード化した。その際、「清掃活動は、地域と

関わっていくことが大切だから、相互性だと

思う」「プラスチック製品を作る企業の取組

は、限りある資源を大切にしているよね」など

と話し合い、「相互性」を「地域と関わり合う」というキーワードに直した。また、「有限性」を「資

源を大切に」というキーワードに直した【資料 12】。 

(3) 検証場面 【第５時】 

第５時では、「サスティナブル・タイム」を行っ

た。まず、「しらべる」段階で作成したキーワード

化したベン図【資料 13】を基に、これからの環境

保全のために大切なことを一人で考え、まとめた。 

次に、どの構成概念を踏まえて考えたのかを可

視化するために、三つの構成概念を示したベン図

にネームプレートを貼った。その後、同じ構成概念

や、他の構成概念を踏まえた考えをもった子ども

と考えを伝え合い、これからの環境保全のために

大切なことをまとめた。 

第１次授業研究では、構成概念を踏まえた考え

をもつことができなかったＣ児であったが、一人

で考えた際は、「相互性」を踏まえて、「地域の人々

と堤防の清掃活動などに参加することが大切だ。

そうすることで地域の環境が守られる」と考えた。

次に、同じ構成概念や他の構成概念を踏まえた考

えをもった子どもと考えを伝え合ったことで、「国

が法律を作ることが大切。そうすることで地域の

人だけではなく、国民全員が環境を守るために取

り組むことができる」と「有限性」の構成概念と関

連付けて考えることができた【資料 14】。 

最後に、一人で考えをまとめた際には、構成概念の「相互性」と「有限性」を踏まえてまとめるこ

とができた【資料 15】。 

 

 

 

 

 

 

 

【「相互性」を踏まえたまとめ】      【「相互性」と「多様性」を踏まえたまとめ】 

               ：構成概念        ：取組 

 

これからの環境保全に向けて、「地域の
人とつながる」ことが大切だと思った。地
域の人と一緒になって川の堤防を掃除し
たり、ごみを捨てないように呼び掛けたり
することで、これからも地域の環境が守ら
れると思った。 

これからの環境保全に向けて、「地域の
人とつながる」ことや「様々な約束を作っ
て守る」ことが大切だと思った。国が環境
を守るための様々な法律を作って、みんな
で守っていくことで、多くの人々が環境保
全のために取り組むと思った。また、地域
に住む人だけが掃除するのではなくて、日
本人全員で環境を守るために取り組むこ
とが大切になるのではないかなと思った。 

C児： 環境保全に向けて、地域の人と関わり
合うことが大切だと思う。一緒に川の堤
防の掃除をしたり、みんなでごみを捨て
ないように呼び掛けたりすることが、こ
れからは大切だと思う。 

児童： 地域の人々とつながることで、地域に
流れる川の環境は守られるものね。 

C児： どんなこと考えたの？ 
児童： 私は、様々な約束を作って、みんなで

守ることが大切だと思った。市が様々な
条例を作ったり、国が環境を守っていく
ための様々な法律を作ったりしていた
から、環境を守るためには約束を作っ
て、みんなで守っていくことが大切だと
思った。 

C児： なるほどね。国が法律を作ることで、
天白川や鴨川だけじゃなくて、他の地域
の川の環境も守れるもんね。 

【資料 14 考えを伝え合うＣ児の様子】 

【資料 12 キーワード化】 

【資料 13 構成概念をキーワード化したベン図】 

【資料 15 「サスティナブル・タイム」前後のＣ児の記述】 
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  (4) 検証場面の結果と考察                      児童数 27 人（転出１人） 

Ａ（十分満足できる） Ｂ（おおむね満足できる） Ｃ（努力を要する） 

 これからの環境保全に向け

て大切なことを、複数の構成

概念を基に、まとめることが

できている。 

これからの環境保全に向け

て大切なことを、一つの構成

概念を基に、まとめることが

できている。 

これからの環境保全に向け

て大切なことを、構成概念を

基に、まとめることができて

いない。 

21 人（Ａ児・Ｃ児） ５人（Ｂ児） 
１人 

26 人 

Ｃ児のように、これからの環境保全に向けて大切なことを、構成概念を基に、まとめることができ

た子どもが 27 人中 26 人いた。これは、「まとめる」段階において、「サスティナブル・タイム」を

設定し、分類した取組の共通点からキーワード化させた三つの構成概念を基に、まとめたからだと考

える。また、第１次授業研究のＣ児のように、調べて分かったことと構成概念を関連付けることがで

きなかった子どもも、「しらべる」段階で、調べて分かったことを三つの構成概念を基にしたベン図

に分類して学習内容を整理し、分類した取組の共通点について話し合って構成概念をキーワード化し

たことにより、考えをまとめることができるようになったと考える。 

 

Ⅷ 研究のまとめ 
１ 検証場面後の子どもの様子 

第６時では、これまで学習してきたこと

を基に、学習問題「これからの環境保全を

どのように進めたらよいのだろう」を考

え、話し合った。 

話合いでは、地域の事例を基に、地球規

模で起こる海洋汚染の問題を取り上げて

考えさせた。レジ袋やストローなどのプラ

スチック製品が、川から海に流れ着いて海

洋汚染を引き起こし、野生動物に被害を与

えている資料を提示して、話し合わせた。 

話合いの様子を観察すると、構成概念を

踏まえた知識を活用しながら、持続可能な

社会に向けて話し合う子どもの姿が多く

見られた【資料 16】。 

最後に、これまでの学習を振り返ると、

以下のように記述した【資料 17】。 

 

   

  

  

  

  

   

【B 児の記述】                【C 児の記述】 

C児： 「地域の人とつながる」ことが大切だと思ったか
ら、鴨川や天白川で学んだように、地域の人々が清
掃活動に協力するようになれば、川の汚染が減って
いくかもしれないよね。 

児童： 地域の人々の協力も大切だけど、企業に協力して
もらうのは、どう？写真を見るとプラスチック製品
が捨てられているのが分かるよね。だから、環境に
優しい製品を作るようなたくさんの会社に協力し
てもらうのは、どうだろう。 

A 児： 賛成！他にも、「約束を作って守る」ことが大切
だと思う。名古屋市や京都府が条例を作って知らせ
たように、地域のことを守っていこうとする気持ち
を約束にしていたよね。 

B 児： あと、名古屋市や京都府だけでなく、国が環境を
守っていくための様々な法律を作っていたから、環
境を守るためには、みんなで環境を守るための思い
を強くもって、みんなで約束を作ることが大切だと
思う。 

C児： みんなで考えたことを基に国が法律を作ると、他
の地域の川も守ることができるようになるかもし
れないね。 

A児・B児・児童： 確かに！！ 

【資料 16 考えを伝え合う子どもの様子】 

少し前の日本でも、ごみを川に捨てていた
ようなことが、他の国々でも行われているこ
とを知り、環境に対する思いが変わっていく
ような取組がいると思いました。 
様々な約束を作って環境を守ろうとした日

本のように、世界でも様々な約束を作って、
みんなで環境を大切にしようという思いを高
めることが持続可能な社会をつくるためには
大切になると思いました。 

 

地域の人々が協力して清掃活動をしたり、
様々な条例を作ったりして、環境を守ろうと
努力したように、みんなで環境について考え
続けることが大切だと思いました。 
プラスチックごみの問題以外にも、地球上

には様々な環境問題があるので、日本だけで
はなく世界中の人々がつながり合って、環境
を守るために知恵を出し合うことが、持続可
能な社会につながると思いました。 

【資料 17 学習後の子どもの記述】 
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Ｂ児やＣ児の記述のように、学習を通して獲得した構成概念を踏まえた知識を生かして、持続可能な

社会の在り方を考える子どもの記述が多く見られた。 

２ 授業実践後の調査の結果と考察【持続可能な社会に向けて大切だと思うことに対する子どもの認識】 

実践後の子どもに「①持続可能な社会をつく

るためには、どのようなことが大切だと思いま

すか」「②また、どうして大切だと思いました

か」と問い、質問紙に記述させたところ、右の

ようになった【資料 18】。 

この結果から、多くの子どもが、「関わり合

う」「資源を大切にする」「互いを認め合う」

などの、持続可能な社会をつくるための構成概

念と関連付け、大切だと思った理由を具体的に記述することができたことが分かった。 

これは、「しらべる」段階で、調べて分かったことと構成概念を照らし合わせ、どの構成概念と関連付

いているかを話し合う時間を設定したことで、社会的事象と構成概念と関連付けながら考えようとする

ことができるようになったからであると考える。 

また、単元「これからの工業生産とわたしたち」の学習で、三つの構成概念を示し、調べて分かったこ

とと構成概念を関連付けながら学習を行った。その

後、「まとめる」段階で、「サスティナブル・タイム」

を設定し、ベン図を基に考えを伝え合って、まとめを

行った結果、27 人中 23 人の子どもが、構成概念を踏

まえた学習のまとめを行うことができた【資料 19】。 

これは、調べて分かったことを三つの構成概念に分類して学習内容を整理し、分類した取組の共通点

について話し合い、構成概念をキーワード化したことで、子どもにとって曖昧であった構成概念を捉え

やすくすることができたからだと考える。 

３ 今後の研究に向けて 

単元「これからの工業生産とわたしたち」の学習後

の振り返りで右のような記述が見られた【資料 20】。 

構成概念を社会科の学習に取り入れたことで、この

子どものように、構成概念を踏まえた知識を獲得し、

持続可能な社会をつくるためには「どのようなことが

大切か」という理解が深まったと考える。 

一方、構成概念を踏まえた知識を獲得したものの、

その後の学習において、獲得した知識を十分に活用す

ることができない子どもの姿も見られた。そこで、「まとめる」段階において、持続可能な社会のため

にどのようなことができるのか考えるための更なる工夫が必要になると考える。 

今後も、構成概念を踏まえた知識の獲得に向けた研究実践を積み重ね、持続可能な社会の在り方を考

える子どもが育つように、研究を進めていきたい。 
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国立教育政策研究所 教育課程研究センター 

『学校における持続可能な発展のための教育(ESD)に関する研究［最終報告書］(2012) 

        文部科学省『次期教育振興基本計画について（答申）（中教審第 241 号）』(2023) 

【資料 18 実践後の持続可能な社会に対する理解】 

【資料 19 構成概念を踏まえた知識の獲得調査】 

【資料 20 学習後の振り返り】 

これからの工業生産のためには、「限りあ
る資源を大切に使う」ことや「様々な技術を
使う」ことが大切だと思った。水や食料など
と同様に、石油や鉄などの資源を大切にし
て、品物を作っていかなくてはならないと思
う。また、持続可能な社会にするためにも、
環境に優しい製品なのか調べたり、人々が安
心して使うことができるような品物か判断
したりするなど、私たちが考え続けることが
大事だと思う。 


